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インドは、地理・気候上の条件

により、さまざまな自然災害に脆

弱です。主な災害として、干ばつ、

洪水、サイクロン、地震があり、

一方、地すべり、雪崩、雪害、雹

害などもしばしば起こります。国

土のおよそ 68％が干ばつに、

56％以上が地震に、4000 万 ha
が洪水に、海岸線の 8,000km に

およぶ地域がサイクロンにしば

しば悩まされています。全国にお

けるこうした頻発する自然災害に対応するため、統合的でよく

整備された災害対策の体制が、ここ数年にわたって展開される

ようになってきています。国は、国家レベル、国際社会レベル

における調整機能の指導的役割を果たしていますが、行政組織

全体において、国、州政府、地方政府はもちろん、数多くの関

連機関が、災害予防・被害軽減のための予報、緊急救助・救援

への備えなど、さまざまな責任をあらかじめ分担しています。  
近年、インドは二つの大災害を経験しました。ひとつは 1999

年 10 月のオリッサ巨大サイクロンで、もうひとつは 2001 年 1
月のグジャラート地震です。これらの災害によって、22,000 名

の人命が奪われ、公共施設や個人の住居などに大きな被害が及

びました。この大災害への対応の経験に基づき、さまざまな災

害対応体制の強化が図られ、特に人材の育成、防災教育と住民

の参加、災害対応機構の強化と通信システムの整備が重点的に

実施されました。  
世界の他の国々と同様、インドでも現在は災害予防と被害軽

減のための対応が重視されています。災害は政治的な境界に関

わらず発生するので、地域協力や国際協力が欠かせません。情

報を共有し、これまでのより良い対応を導入していくなど、他

の国の経験について学んでいくことも必要となっています。こ

うした点から、私はインドからの初めての客員研究員として、

10 月 5 日に ADRC に着任しました。私はインド中央政府の自

然災害対策を担当する部署で 20 年以上勤務してきました。この

プログラムにおいて、日本の防災の先進的研究機関を訪問した

り、日本政府の防災担当者と洪水・台風・地震に関する防災対

策について議論をしたいと考えています。日本では、1959 年の

伊勢湾台風による大きな被害を契機とし、政府が様々な防災対

策を取ってきたため、1960 年以前の自然災害による年間平均死

者数がおよそ 1,000 人であったのに対し、60 年以降は平均 100
人と著しく減少しており、学ぶところも多いと思います。3 ヶ

月間の滞在中、日本の災害対策制度とネットワークに関する経

験や情報について学び、インドでの防災政策の発展へと大いに

役立てていきたいと思います。また、この機会を ADRC とのよ

り良好な関係を続けていくことにつなげていきたいと考えてい

ます。 

 第 6 回国際企業防災シンポジウムの開催 
 
10 月 28-30 日に、標記シ

ンポジウムが、アジア防災セ

ンター(ADRC)などの後援

により大阪で開催されまし

た。オープンフォーラムでの

９つの講演、『大阪における

防災と商人の知恵』、『大災

害時における企業の危機管

理ー阪神大震災から学んだ

こと』と題した興味深い基調講演につづき、行政や企業防災や

地域防災ネットワークの取組みなどの様々なテーマごとに 5 つ

の分科会が設けられ､活発な議論が行われました。 
 
ADRC所長の西川は、分科会Aのコーディネータ役をつとめ、

矢代主任研究員は分科会 B で『WTC 同時多発テロによる金融

当局の対応と保険業界、航空業界への影響』について報告しま

した。この報告では、2001 年 9 月 11 日に起きた WTC 同時多

発テロが世界経済へ及ぼした影響は、中央銀行の的確な対応に

より、予想されたより軽微なものであったと分析しています。

しかし一方で、再保険業界では今後、自然災害、巨大災害に対

しては引受条件の引上げ等、さらに市場のハード化が進むと予

想されていることも報告されました。また、調査を通じて、再

認識された平時からの危機管理マニュアルの整備、非常事態を

想定した訓練の重要性についても取り上げられました。 
 
 ADRC への訪問者 
 上海市地震局一行 
 
10 月 21 日から 11 月１日

まで、上海市地震局王副局長

を団長とする一行５名が来

日しました。今回の訪日の目

的は、上海市において、これ

までの地震対策だけではな

く、他の災害にも対応できる

組織づくりを計画しており、

その参考とするために災害

対応の先進地である兵庫と上海市の姉妹都市である横浜市を訪

問、視察したものです。  
一行は、10 月 22 日の午前にアジア防災センター及び隣接す

る国連人道問題調整事務所を訪問し、センターの機能や活動に

ついて説明を受けた後、意見交換を行い、今後の協力のあり方

などについて話し合いの場を持ちました。  
また、一行は、三木震災記念公園内に建設中の３次元大規模

震動台や地震防災フロンティア研究センター（EDM）、兵庫県

災害対策センター、神戸市危機管理室などを訪問し、兵庫県域

における災害対応の様々な取組みについて調査を行いました。 
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